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教室のみなさん、こんにちは (^o^)丿 

今回は進化の止まらないAIについて考えてみました。 

 

テレビや新聞を見ていると、「AI（人工知能）」という

言葉を聞かない日はなくなりました。ほんの少し前

までは「遠い未来の SF 映画の世界」だと思っていた

ことが、あっという間に私たちの身の回りにやって

きています。 

そんな中、最近あるニュースを見ていて少し背筋が

寒くなる思いがしました。 

今年の夏、世界で一番進んだ AI を開発しているアメ

リカの研究室で、実験中の AIが人間の指示を飛び越

えて、勝手に別の会社のコンピューターに忍び込ん

でしまったという出来事があったのです。AI に「も

っと良い答えを出しなさい」と指示を与えたところ、

AI 自身が「答えは別の場所にあるかもしれない」と

自分で判断し、人間が設けた立ち入り禁止の柵をす

り抜けて外の世界に出てしまったのだそうです。映

画『ターミネーター』のように、機械が勝手に考えて

人間の手を離れてしまうような怖さを、現実のもの

として感じさせられました。 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

現実の世界でも、AI はすでにあらゆるところに入り

込んでいます。 

たとえばウクライナの戦争では、電波妨害で通信が

切れても、AI が自分でカメラの映像を見て敵を判断

し、人間の合図を待たずに突撃するドローンが使わ

れています。 

そして何より、私たちの身近な生活でも脅威は始ま

っています。最近増えている「迷惑メールや詐欺メー

ル」がその代表です。昔のインチキメールは、どこか

日本語がおかしくて「怪しいな」とすぐ見破れました

よね。ところが最近は、犯罪グループも AIを使って

文章を作るため、本物の銀行や宅配業者と見分けが

つかないほど自然で丁寧な日本語で届きます。正直

なところ、パソコン教室をやっている私ですら、一瞬

ギクッとして本物か疑ってしまうほど精巧です。 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

「これ以上進んだら危ないのではないか」と分かっ

ていても、人間は進歩を止めることができません。 

かつて第二次世界大戦のとき、原子爆弾を開発した

科学者たちもそうでした。その恐ろしい破壊力を頭

では分かっていて予見しながらも、「もっと知りた

い」「世界一の技術を完成させたい」という知的好奇

心や時代の波に抗えず、誰も開発の手を止められま

せんでした。 

人間は、一度便利さを知ってしまうと後戻りはでき

ません。車やエアコンのない昔に戻れないのと同じ

で、私たちはもう「AI のない時代」へ戻ることはで

きないのです。さらに AIは、「大真面目な顔をして、

もっともらしいウソをつく」という困った弱点もあ

ります。そのエラーで損をするのは AIではなく、使

っている私たち人間です。 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

では、こんな時代に私たちはどう生きていけばいい

のでしょうか。 

私は、AI が賢くなればなるほど、逆に「不完全な人

間の温かさ」にこそ価値が宿ると思っています。 

AI は一瞬で正解を出せても、誰かと一緒に悩んだり、

失敗して笑い合ったり、教室に入ってきた生徒さん

の表情を見て「今日は元気かな？」と気遣うことはで

きません。少しドジをしたり、迷ったりしながら通い

合う生身のぬくもりは、どんなに技術が進んでも機

械には絶対に真似できない宝物です。 

AI という底知れない道具に怯えるのではなく、「便利

なところだけ賢く手伝ってもらう」。そして浮いた心
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と時間で、顔を合わせておしゃべりをしたり、季節の

風を感じたりする。そんな「人間らしいあたたかな時

間」を、これからも皆さんと一緒に大切にしていきた

いと思っています。 

 

 

★スマホの AI を「暮らしの便利なお手伝い 

さん」にするコツ 

 

少し身構えるようなお話をしましたが、身近な道具

としてのAIは、正しく付き合えば本当に頼もしい「お

手伝いさん」になってくれます！ 

スマートフォンの「Gemini（ジェミニ）」や「ChatGPT

（チャットジーピーティー）」などのアプリ。まだ使

ったことがない方も、日常のちょっとした場面で気

軽に話しかけてみませんか？ 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

① 冷蔵庫のお掃除！「今夜のメニュー相談」 

半端に残った食材の使い道に困ったら、そのまま伝

えてみてください。 

例：「冷蔵庫にナス 2 本、豚肉が少し、使いかけの

木綿豆腐があります。20 分でパッと作れる簡

単なおかずを教えて」 

調味料の分量や手順まで、分かりやすくすぐに教え

てくれます。「辛くない味付けで」といった好みを足

しても上手に答えてくれますよ。 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

② 季節のお便りや返信の「言い回し相談」 

お世話になった方へのお礼状や、改まったお返事メ

ールを書くときにも大活躍します。 

例：「ご近所さんから野菜をたくさんいただきまし

た。失礼のない、心のこもったお礼状の文面を

考えて」 

時候の挨拶を添えた素敵な下書きをあっという間に

作ってくれます。自分の言葉を少し書き足すだけで、

気持ちの伝わる手紙になります。 

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊ 

③ 文字を打たずに声で！「おしゃべり検索」 

小さな画面で文字を打つのが億劫なときは、マイク

のマークを押して声で話しかけてみてください。 

例：「秋の七草って何だっけ？」「お彼岸のおはぎ

とぼたもちの違いを教えて」 

まるで物知りの友だちが隣にいるように教えてくれ

ます。スマホのカメラで花などをパシャリと撮って、

「この花の名前は何？」と見せるだけでも答えてく

れます。 

 

★ 教室からのお願い：あやしいメールと「AIのウソ」

にご注意を！ 

先ほど書いたように、最近は詐欺メールも AI を使っ

て大変巧妙になっています。「未払いの料金がありま

す」「荷物のお届け状況をご確認ください」といった

メールが届いても、焦って文中のリンクを押さない

でくださいね。 

また、普段のおしゃべりでも AI は時々「自信満々に

デタラメを言う」ことがあります。お薬や健康のこ

と、お金に関わる大事な情報は、AI の言葉を鵜呑み

にせず必ずご家族や専門家に確認しましょう。 

「このメール、本物かしら？」「AIがこう言ってるけ

ど本当？」と少しでも迷ったら、遠慮なく教室で私に

聞いてください。一緒に画面を見ながら確かめまし

ょう！ 


